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　「
月
日
は
百
代
の
過
客
に
し
て
行
き
か
ふ
年
も
ま
た
旅

人
な
り
」
と
芭
蕉
翁
は
、
永
遠
に
続
く
時
の
流
れ
を
自
身

の
生
き
様
と
現
世
の
営
み
を
重
ね
合
わ
せ
「
旅
人
」
と
表

現
し
た
。

　
個
々
人
の
人
生
も
、取
り
巻
く
社
会
も
、も
ち
ろ
ん
「
伊

賀
市
」
も
そ
し
て
伊
賀
市
が
誇
れ
る
「
文
化
」
も
い
ま
だ

旅
の
途
中
で
あ
ろ
う
。

　
来
年
（
２
０
１
４
）
は
私
た
ち
が
「
芭
蕉
さ
ん
」
と
親

し
み
を
込
め
て
讃
え
敬
愛
す
る
松
尾
芭
蕉
翁
生
誕
３
７
０

年
の
節
目
に
あ
た
る
。
こ
の
機
を
捉
え
、
日
本
の
文
化
の

象
徴
と
も
い
え
る
翁
の
顕
彰
を
い
ま
一
度
見
直
す
と
同
時

に
、「
文
化
薫
る
歴
史
の
ま
ち
」を
自
負
す
る
伊
賀
市
の「
文

化
」
へ
の
取
り
組
み
や
、
そ
の
心
意
気
を
し
っ
か
り
確
認

で
き
れ
ば
嬉
し
い
。

　
西
行
法
師
の
背
中
越
し
に
中
国
の
思
想
家
荘
子
に
憧
れ

て
い
た
翁
は
、「
無
用
の
用
」
を
強
く
意
識
し
、「
我
が
俳

諧
は
夏
爐
冬
扇
の
如
し
」
と
自
分
の
生
業
の
俳
諧
を
一
見

卑
下
し
た
よ
う
な
言
葉
を
残
し
て
い
る
。
が
、
こ
れ
は
夏

の
爐
、
冬
の
扇
の
よ
う
に
人
間
の
生
活
に
な
ん
ら
必
要
の

な
い
事
で
は
あ
る
が
、逆
に
情
緒
、風
雅
を
楽
し
む
こ
こ
ろ

こ
そ
が
人
間
社
会
に
と
っ
て
一
番
大
切
な
も
の
な
の
だ
よ

と
い
う
力
強
い
想
い
を
説
い
た
も
の
だ
と
理
解
す
る
。

　
東
北
大
震
災
の
あ
と
、
世
界
中
か
ら
称
讃
さ
れ
た
日
本

人
の
こ
こ
ろ
の
原
点
が
こ
こ
に
あ
る
。
四
季
折
々
の
美
し

さ
に
触
れ
、
感
じ
、
そ
し
て
そ
れ
を
「
生
き
る
」
楽
し
さ
、

喜
び
に
お
き
か
え
て
、
皆
で
そ
の
こ
と
を
分
か
ち
合
う
こ

こ
ろ
の
有
り
よ
う
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
執
拗
だ
が
、
く
り
返
し
て
言
う
。
お
金
が
な
く
と
も
秋

の
風
情
を
楽
し
む
こ
と
は
ど
ん
な
形
で
も
で
き
る
。
一
輪

の
コ
ス
モ
ス
を
牛
乳
ビ
ン
に
挿
し
、
拾
っ
て
き
た
イ
ガ
栗

を
玄
関
先
に
こ
ろ
が
し
て
置
く
こ
こ
ろ
こ
そ
が
、
伊
賀
の

品
格
あ
る
文
化
を
守
り
育
て
る
こ
と
に
通
じ
る
筈
で
あ
る
。

　「
文
化
」
っ
て
一
体
何
だ
ろ
う
、
と
い
う
問
い
に
明
確

な
解
答
は
見
つ
か
ら
な
い
。
永
遠
と
続
く
「
旅
」
の
未
だ

途
中
で
あ
る「
文
化
」と
共
に
、
芭
蕉
さ
ん
を
道
づ
れ
に
お

願
い
し
て
、
私
た
ち
も
一
緒
に
よ
り
高
み
、
よ
り
深
み
へ

と
旅
し
て
い
こ
う
。

　
　（広
報
事
業
委
員

　池
澤
基
善
）

旅
人
と
我
が
名
呼
ば
れ
ん
初
し
ぐ
れ

あやま文化センター

開場17：30  開演18：00
一般500円（全席自由）

第２４回
青山推薦コンサート

和太鼓フェスティバル
打伊響宴 2014 YAYOI
3/16日 12/1

4土
発　
売

BUNTO
チケット情報

10/19土 好　
評

発売
中

好　
評

発売
中

伊賀市文化会館

開場13：30  開演14：00
一　般　3,000円

（全席指定）（当日500円増）

2/9日

青山ホール

時間未定
一　般　1,000円

（全席自由）

WAHAHA本舗 presents
マチャミ＆ポカスカジャンの

音楽遊び
結婚線が消えてきた

12/1日

ふるさと会館いが

開場15：30  開演16：00

一　般　4,500円
（全席指定）

ワンコインコンサート
東西二胡外伝
～伊賀の陣～

伊賀市文化会館

親子で楽しむ
オーケストラ！
～愛知室内オーケストラと遊ぼう！～

開場14：30  開演15：00

11/16土

一般（中学生以上）1,000円
小学生以下500円
3歳未満無料（要整理券）
（全席自由）（当日各300円増）

好　
評

発売
中

華麗なる響演
奥村愛
＆

上松美香
＆

サキタハヂメ

12/8日

青山ホール

開場14：00  開演14：30

一　般　3,000円
（全席指定）

好　
評

発売
中

服部博之
Special Live
「一會─いちえ─2013」

in 伊賀

12/14土

青山ホール

開場18：00  開演18：30
一　般　1,000円

（全席自由）

好　
評

発売
中

12/
1日

発　
売

か
　
ろ
と
う
せ
ん

い
ろ
り

•
　
•
　
•

•
　
•
　
•

•
　
•
　
•

•

•
　
•

お
お
ぎ

な
り
わ
い

上野ロータリークラブ 60周年記念事業として寄贈された芭蕉翁顕彰碑
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　「一番大切なものは
何ですか」という問い
かけに、迷わず「友だ
ちとここの暮らし
さぁ」と返してくれた
おばあちゃんは87歳、
その日も深い山家から
仕事を終えて自らが運
転する車でゲートボー
ル場に急ぐ現役の主婦
でした。60歳はまだ

まだ子ども、70歳になってやっと一人前、80歳は働きざか
りと軽く言ってのけるその当たり前さには驚かされました。
また、ダム建設で集落移転を余儀なくされ、これまでの自治
組織は分断されたなかで僅かに残った数軒の村に暮らす人た
ちは「私たちは人やモノと結び合って暮らしてますわ。庭先
の草木に声をかけてやるとええ花咲いてくれますにゃ」と、
その顔は実に誇らしげでした。一枚の田、一枚の畑から小さ
な路地に至るまで自分たちの手で拓き、生活の糧を生み出し
てきた歴史と生活文化の厚味を感じさせるのは、先祖から受

け継いできた田んぼや畑、家や川を守ってきた人たちのここ
に生き、これからもここに生きていく知恵と工夫から生まれ
た「暮らしの風景」にありました。
　地元に学ぶ、それは「ないものねだり」ではなく、「あるも
の探し」から始まります。地元の声に耳を傾けると、そこに
暮らす人たちは本当によく働き、その生き様は誠実に満ちて
います。それは経済的な豊かさではないかも知れませんが、
「始末のよい暮らし」が当たり前に受け継がれています。こ
の当たり前の凄さに驚きを発し、そこから地域の元気と底力
を掘り起こして行く、それが私の地域歩き、「地元学」です。
地域のもっている「人の力」、「地の力」、「自然の力」には、
進歩のかげで忘れられ、見捨てられてしまった大切なモノの
価値や意味を問うヒントが隠されているように思います。
　現在から未来を見るのは単なる虚構にすぎないのかも知れ
ません。歴史を見つめ直し、そこから得るものこそが未来へ
の展望になるはずです。未来への希望を拓く可能性をたくさ
ん秘めている故郷伊賀上野こそ、私を育んでくれた聖地であ
り、わが師なのです。

「地元に学ぶ」
地元学ネットワーク近畿代表

水と文化研究会事務局長
子ども流域文化研究所代表

　私は小学三年生の冬、お母さんに自分の護身のためと言われ、
無理矢理空手教室に入れられました。初めは空手が大嫌いで
練習の度泣いていました。でも小学四年生の五月、県大会で
奇跡的に準優勝することができた私は、その年の八月、初め
て全国大会に出場することができました。結果は二回戦敗退
だったけど、その後いきなり空手が好きになり、今に至ります。
　昨年の秋、岐阜国体の空手道競技を見にいきました。世界
大会などで活躍していて雑誌やテレビでしか見たことがなかっ
た選手の形を初めて肉眼で見た時、その迫力や技のキレ、ス
ピードにすごく驚き、感動しました。いつか自分もあの場に立
ちたい、そう思いました。
　夢は国体で活躍。私は自分の生まれ育った三重県で八年後
に行われる国体に出場し、活躍したいです。そのために、今
の自分の欠点である下半身の強化に力を入れていきたいです。
これからも頑張ります。

「 夢 」 伊賀市立青山中学校３年　　田中　優有

小坂　育子
（大津市在住）

ゆ　う 来る、12月８日（日）青山ホールで「華麗なる響演　奥村愛
＆上松美香＆サキタハヂメ」が開催されます。公演に先立ち、
奥村愛さんにお話を伺いました。奥村さんは、ヴァイオリニ
ストとして国内外のオーケストラと共演。トークリサイタル
やテレビ、ラジオでも大活躍で、最近ではNHKドラマ10「第
二楽章」での素敵な音色に魅せられた方も多いのではと思い
ます。

Ｑ．音楽家ご一家で育たれたとお聞きしていますが、ヴァイ
オリンを目指されたのはどうしてでしょうか？
Ａ．特に『ヴァイオリニストになりたい！！』と思った事はな
いです。
　小さい頃からヴァイオリンはずっと続けたいなと言う漠然
とした思いはありましたが。

Ｑ．どのような演奏家でありたいとお考えですか？
Ａ．楽しく笑顔で！
　小学生のような答えで恐縮ですが、共演者、スタッフ、そ
して何より聴きに来てくださるお客様がハッピーになれる
ようなお仕事がしたいと思っています。
　自分自身も、せっかく好きなことをお仕事に出来ているの
だから、いつでも思いっきり楽しんで演奏したいですね。

Ｑ．この度は、のこぎり奏者のサキタハヂメさん、アルパ奏
者の上松美香さんとの共演ですが、ユニットを組まれた
きっかけは？

Ａ．ヴァイオリン
は比較的メジャ
ーな楽器となり
つつありますが、
なかなかお目に
かかる機会の少
ない、アルパや
のこぎり（のこ
ぎりは見るだけ
ならいつでも簡
単に見れます
が・・・）と何か楽しい事が出来ればと思っています。

　お二方とも周りの人を幸せな気持ちにしてくれる素晴らし
い演奏家です！

Ｑ．伊賀公演での見どころや、伊賀のファンへのメッセージ
などお聞かせください。

Ａ．個性豊かな演奏家たちによる愉快なコンサートになると
思います。

　音楽の可能性を存分に楽しんでいただけたらと思います。

　ありがとうございました。お話を伺っただけでも、楽しい
雰囲気が伝わってきますね。どんな音楽に出会えるか、わく
わくしながらお待ちしています。みなさんも、お楽しみに！！

（広報事業委員会　廣澤良美）

12月１日（日）ふるさと会館いがに、マチャミ＆ポカスカ
ジャンがやって来ます。WAHAHA本舗PRESENTS　「結婚
線が消えてきた」の公演を前に、久本雅美さんにお話を伺い
ました。

Ｑ．このユニット、マチャミ＆ポカスカジャンの企画が生ま
れたきっかけはあるのですか？
Ａ．以前よりワハハ本舗の全体公演の中で、私が独身女の悲
哀の歌詞を盛り込んだ歌をうたったり、アニメソングや童
謡などのジャンルに恋愛妄想しながらの歌を自分のシーン
としてやっていまして、その際にはポカスカジャンとアイ
デアを出し合ったりコーラスで参加してもらったりしてい
て、一緒に音楽ライブを創り上げてみよう！というのが、
このライブの企画につながりました。

Ｑ．今回のステージの見どころや抱負などお聞かせください。
Ａ．正直、歌はずっと苦手意識が強かったのですが、わたし
なりの音楽や歌に笑いをおりまぜることによって“音楽遊

び”に変わって
行くことができ
ればと思ってい
ます。テレビな
どでは伝えきれ
ないことを、舞
台やライブで感
じて頂ければ嬉
しいです。

Ｑ．ポカスカジャ
ンさんについて、
久本さんはどん

な風に見られていますか？
Ａ．ポカスカジャンのメンバーは、音楽はもちろんのこと笑
いもできる本当に今なかなかいない才能を持った人達です。
ワハハ本舗もポカスカジャンが入るまでも音楽ネタはあり
ましたが、彼らは音楽的ベースがしっかりしているので、
かなり広がりを持ってワハハの音楽ネタが完成されること
もありますね。

Ｑ．伊賀に来られたことがありますか？また、伊賀にどんな
イメージをお持ちですか?

Ａ．８年程前にテレビのロケで“忍者屋敷”等に行かせて頂き
ました。街並みも美しいし、自然に囲まれたステキな所と
いう印象です。

Ｑ．タイトルの「結婚線が消えてきた」実際にはいかがです
か？

Ａ．全然消えていません！！断じて消えておりません・・・！！
Ｑ．伊賀のみなさんにメッセージをお願いします。
Ａ．はじめて伊賀でライブをやらせて頂きます！！ワハハ本
舗での公演等でも訪れることができなかったので、まさに
“わたしとポカスカジャン”にとっても初めての地です。“は
じめまして”という気持ちでお伺いします。

　みなさんとステキな出会いができるよう頑張りますので、
待っていてくださいね～！

　お忙しい中、ていねいに回答頂きありがとうございます。
テレビや舞台で大活躍のマチャミ＆ポカスカジャンのコラボ
レーションによる新たな取り組み。歌あり、笑いあり、涙あ
りの熱いステージになること間違いなし。こんな機会、そう
は無いですよ。これは見ないとね。みんなでふるさと会館へ
集合！　　　　　　　　　　　　（広報事業委員　奥　真也）

ひさもとまさ み

久本雅美さん

おくむら　　あい

奥村　愛さん

藤原道山さん（尺八）・SINSKEさん（マリンバ）
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ぶ ん と 通 信第90号 2



　「一番大切なものは
何ですか」という問い
かけに、迷わず「友だ
ちとここの暮らし
さぁ」と返してくれた
おばあちゃんは87歳、
その日も深い山家から
仕事を終えて自らが運
転する車でゲートボー
ル場に急ぐ現役の主婦
でした。60歳はまだ

まだ子ども、70歳になってやっと一人前、80歳は働きざか
りと軽く言ってのけるその当たり前さには驚かされました。
また、ダム建設で集落移転を余儀なくされ、これまでの自治
組織は分断されたなかで僅かに残った数軒の村に暮らす人た
ちは「私たちは人やモノと結び合って暮らしてますわ。庭先
の草木に声をかけてやるとええ花咲いてくれますにゃ」と、
その顔は実に誇らしげでした。一枚の田、一枚の畑から小さ
な路地に至るまで自分たちの手で拓き、生活の糧を生み出し
てきた歴史と生活文化の厚味を感じさせるのは、先祖から受

け継いできた田んぼや畑、家や川を守ってきた人たちのここ
に生き、これからもここに生きていく知恵と工夫から生まれ
た「暮らしの風景」にありました。
　地元に学ぶ、それは「ないものねだり」ではなく、「あるも
の探し」から始まります。地元の声に耳を傾けると、そこに
暮らす人たちは本当によく働き、その生き様は誠実に満ちて
います。それは経済的な豊かさではないかも知れませんが、
「始末のよい暮らし」が当たり前に受け継がれています。こ
の当たり前の凄さに驚きを発し、そこから地域の元気と底力
を掘り起こして行く、それが私の地域歩き、「地元学」です。
地域のもっている「人の力」、「地の力」、「自然の力」には、
進歩のかげで忘れられ、見捨てられてしまった大切なモノの
価値や意味を問うヒントが隠されているように思います。
　現在から未来を見るのは単なる虚構にすぎないのかも知れ
ません。歴史を見つめ直し、そこから得るものこそが未来へ
の展望になるはずです。未来への希望を拓く可能性をたくさ
ん秘めている故郷伊賀上野こそ、私を育んでくれた聖地であ
り、わが師なのです。

「地元に学ぶ」
地元学ネットワーク近畿代表

水と文化研究会事務局長
子ども流域文化研究所代表

　私は小学三年生の冬、お母さんに自分の護身のためと言われ、
無理矢理空手教室に入れられました。初めは空手が大嫌いで
練習の度泣いていました。でも小学四年生の五月、県大会で
奇跡的に準優勝することができた私は、その年の八月、初め
て全国大会に出場することができました。結果は二回戦敗退
だったけど、その後いきなり空手が好きになり、今に至ります。
　昨年の秋、岐阜国体の空手道競技を見にいきました。世界
大会などで活躍していて雑誌やテレビでしか見たことがなかっ
た選手の形を初めて肉眼で見た時、その迫力や技のキレ、ス
ピードにすごく驚き、感動しました。いつか自分もあの場に立
ちたい、そう思いました。
　夢は国体で活躍。私は自分の生まれ育った三重県で八年後
に行われる国体に出場し、活躍したいです。そのために、今
の自分の欠点である下半身の強化に力を入れていきたいです。
これからも頑張ります。

「 夢 」 伊賀市立青山中学校３年　　田中　優有

小坂　育子
（大津市在住）

ゆ　う 来る、12月８日（日）青山ホールで「華麗なる響演　奥村愛
＆上松美香＆サキタハヂメ」が開催されます。公演に先立ち、
奥村愛さんにお話を伺いました。奥村さんは、ヴァイオリニ
ストとして国内外のオーケストラと共演。トークリサイタル
やテレビ、ラジオでも大活躍で、最近ではNHKドラマ10「第
二楽章」での素敵な音色に魅せられた方も多いのではと思い
ます。

Ｑ．音楽家ご一家で育たれたとお聞きしていますが、ヴァイ
オリンを目指されたのはどうしてでしょうか？

Ａ．特に『ヴァイオリニストになりたい！！』と思った事はな
いです。

　小さい頃からヴァイオリンはずっと続けたいなと言う漠然
とした思いはありましたが。

Ｑ．どのような演奏家でありたいとお考えですか？
Ａ．楽しく笑顔で！
　小学生のような答えで恐縮ですが、共演者、スタッフ、そ
して何より聴きに来てくださるお客様がハッピーになれる
ようなお仕事がしたいと思っています。

　自分自身も、せっかく好きなことをお仕事に出来ているの
だから、いつでも思いっきり楽しんで演奏したいですね。

Ｑ．この度は、のこぎり奏者のサキタハヂメさん、アルパ奏
者の上松美香さんとの共演ですが、ユニットを組まれた
きっかけは？

Ａ．ヴァイオリン
は比較的メジャ
ーな楽器となり
つつありますが、
なかなかお目に
かかる機会の少
ない、アルパや
のこぎり（のこ
ぎりは見るだけ
ならいつでも簡
単に見れます
が・・・）と何か楽しい事が出来ればと思っています。

　お二方とも周りの人を幸せな気持ちにしてくれる素晴らし
い演奏家です！

Ｑ．伊賀公演での見どころや、伊賀のファンへのメッセージ
などお聞かせください。

Ａ．個性豊かな演奏家たちによる愉快なコンサートになると
思います。

　音楽の可能性を存分に楽しんでいただけたらと思います。

　ありがとうございました。お話を伺っただけでも、楽しい
雰囲気が伝わってきますね。どんな音楽に出会えるか、わく
わくしながらお待ちしています。みなさんも、お楽しみに！！

（広報事業委員会　廣澤良美）

12月１日（日）ふるさと会館いがに、マチャミ＆ポカスカ
ジャンがやって来ます。WAHAHA本舗PRESENTS　「結婚
線が消えてきた」の公演を前に、久本雅美さんにお話を伺い
ました。

Ｑ．このユニット、マチャミ＆ポカスカジャンの企画が生ま
れたきっかけはあるのですか？

Ａ．以前よりワハハ本舗の全体公演の中で、私が独身女の悲
哀の歌詞を盛り込んだ歌をうたったり、アニメソングや童
謡などのジャンルに恋愛妄想しながらの歌を自分のシーン
としてやっていまして、その際にはポカスカジャンとアイ
デアを出し合ったりコーラスで参加してもらったりしてい
て、一緒に音楽ライブを創り上げてみよう！というのが、
このライブの企画につながりました。

Ｑ．今回のステージの見どころや抱負などお聞かせください。
Ａ．正直、歌はずっと苦手意識が強かったのですが、わたし
なりの音楽や歌に笑いをおりまぜることによって“音楽遊

び”に変わって
行くことができ
ればと思ってい
ます。テレビな
どでは伝えきれ
ないことを、舞
台やライブで感
じて頂ければ嬉
しいです。

Ｑ．ポカスカジャ
ンさんについて、
久本さんはどん

な風に見られていますか？
Ａ．ポカスカジャンのメンバーは、音楽はもちろんのこと笑
いもできる本当に今なかなかいない才能を持った人達です。
ワハハ本舗もポカスカジャンが入るまでも音楽ネタはあり
ましたが、彼らは音楽的ベースがしっかりしているので、
かなり広がりを持ってワハハの音楽ネタが完成されること
もありますね。

Ｑ．伊賀に来られたことがありますか？また、伊賀にどんな
イメージをお持ちですか?

Ａ．８年程前にテレビのロケで“忍者屋敷”等に行かせて頂き
ました。街並みも美しいし、自然に囲まれたステキな所と
いう印象です。

Ｑ．タイトルの「結婚線が消えてきた」実際にはいかがです
か？

Ａ．全然消えていません！！断じて消えておりません・・・！！
Ｑ．伊賀のみなさんにメッセージをお願いします。
Ａ．はじめて伊賀でライブをやらせて頂きます！！ワハハ本
舗での公演等でも訪れることができなかったので、まさに
“わたしとポカスカジャン”にとっても初めての地です。“は
じめまして”という気持ちでお伺いします。

　みなさんとステキな出会いができるよう頑張りますので、
待っていてくださいね～！

　お忙しい中、ていねいに回答頂きありがとうございます。
テレビや舞台で大活躍のマチャミ＆ポカスカジャンのコラボ
レーションによる新たな取り組み。歌あり、笑いあり、涙あ
りの熱いステージになること間違いなし。こんな機会、そう
は無いですよ。これは見ないとね。みんなでふるさと会館へ
集合！　　　　　　　　　　　　（広報事業委員　奥　真也）

ひさもとまさ み

久本雅美さん

おくむら　　あい

奥村　愛さん

藤原道山さん（尺八）・SINSKEさん（マリンバ）

©YujiHori
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我
が
拙
宅
、
旧
上
野
警
察
署
庁
舎
で
国
の
有
形
登
録
文
化
財
を
、

伊
賀
市
に
寄
贈
し
た
の
で
、
わ
た
し
と
愛
猫
の
住
む
小
さ
な
家
を
、

裏
の
所
有
地
に
建
て
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
廃
業
し

た
印
刷
工
場
を
解
体
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
東
京
で
の
半
世
紀

近
い
マ
ン
シ
ョ
ン
暮
し
で
、
解
体
だ
の
、
新
築
だ
の
と
、
家
に
ま

つ
わ
る
事
柄
と
は
無
縁
の
人
生
だ
っ
た
か
ら
、
当
然
な
が
ら
、
戸

惑
い
、
困
惑
し
、
途
中
で
投
げ
出
し
た
く
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

で
あ
っ
た
。
が
、
幸
に
も
、
わ
た
し
に
は
、
助
言
だ
け
で
な
く
、

実
際
に
行
動
し
て
解
決
し
て
く
れ
る
友
人
が
数
名
居
た
。
そ
の
お

か
げ
で
、
解
体
時
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
一
悶
着
も
無
事
通
過
し

て
、
一
応
更
地
と
相
成
っ
た
。
そ
し
て
、
さ
さ
や
か
な
夢
を
実
現

し
た
新
居
の
設
計
図
も
出
来
て
き
た
。（
北
泉
優
子
に
、
余
計
な

お
金
は
一
銭
も
使
わ
せ
ず
、
そ
の
金
を
、
今
の
生
活
水
準
を
保
っ

た
ま
ま
で
、
あ
と
何
年
か
分
か
ら
な
い
が
、
老
後
を
快
適
に
す
ご

さ
せ
る
分
に
廻
す
。）
こ
れ
が
友
人
グ
ル
ー
プ
の
コ
ン
セ
プ
ト
。

い
っ
た
い
誰
の
家
な
の
？
と
考
え
る
く
ら
い
真
剣
に
議
論
検
討
し

て
く
れ
て
、
や
っ
と
ま
と
ま
っ
た
新
居
の
設
計
図
と
小
さ
な
模
型

は
、「
わ
あ
素
敵
！
こ
ん
な
家
に
住
み
た
か
っ
た
の
よ
」
と
叫
び

た
く
な
る
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
っ
た
。
あ
あ
早
く
住
み
た
い
。
心

か
ら
そ
う
思
っ
た
。

「
新
し
い
家
に
移
っ
た
ら
、
爪
を
立
て
た
ら
だ
め
よ
。
ガ
ラ
ス
窓

越
し
に
外
を
眺
め
た
り
、
日
向
ぼ
っ
こ
し
た
り
、
た
っ
ぷ
り
楽
し

め
る
か
ら
ね
」

と
、
唯
一
の
家
族
、
猫
の
ク
リ
に
語
り
か
け
な
が
ら
、
わ
た
し
も
、

伊
賀
の
友
人
知
人
、
東
京
の
親
友
、
む
ろ
ん
健
在
の
三
兄
達
を
招

い
て
、
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
を
や
っ
て
、
賑
や
か
な
老
後
、
否
、
今

で
も
充
分
老
後
だ
か
ら
余
生
と
言
う
べ
き
か
、
つ
ま
り
死
ぬ
ま
で

楽
し
み
た
い
と
、
あ
れ
こ
れ
夢
想
し
て
い
た
。

　
数
日
後
、
設
計
事
務
所
と
の
契
約
日
も
決
ま
り
、
解
体
会
社
に

も
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
が
迫
っ
た
。
そ
こ
で
、
定
期
預

金
を
普
通
預
金
に
移
行
さ
せ
て
お
こ
う
と
、
郵
便
局
へ
行
っ
た
。

定
期
は
一
千
万
円
と
ち
ょ
っ
と
あ
る
。こ
の
金
は
、東
京
で
売
れ
っ

子
だ
っ
た
四
十
代
の
約
十
年
。
お
金
っ
て
、
こ
ん
な
に
入
っ
て
く

る
も
の
な
の
と
、不
遜
に
も
思
っ
た
時
代
に
、老
後
暇
に
な
っ
た
ら
、

気
の
合
う
ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
を
つ
く
っ
て
、
彼
と
二
人
、
豪
華
船

で
世
界
一
周
の
旅
に
行
こ
う
と
、
貯
め
た
も
の
だ
。
こ
れ
を
軸
に
、

各
銀
行
に
分
散
し
て
あ
る
預
金
の
一
部
を
使
え
ば
、
生
活
水
準
を

落
と
さ
ず
に
、
新
築
の
家
が
建
つ
。
そ
う
計
算
し
た
か
ら
、
歴
史

あ
る
我
が
家
を
伊
賀
市
に
寄
贈
し
た
の
だ
。

「
こ
れ
、
全
部
解
約
し
て
、
普
通
預
金
に
移
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」

「
は
あ
？
全
部
で
す
か
。
昭
和×
年
。
随
分
古
い
で
す
ね
え
」

渋
り
顔
の
若
い
窓
口
嬢
は
、
事
情
を
話
す
と
納
得
し
て
、
二
通
の

通
帳
と
身
分
証
明
の
健
康
保
険
証
を
受
取
り
、
パ
ソ
コ
ン
の
前
の

ベ
テ
ラ
ン
女
性
に
手
渡
し
た
。
彼
女
は
、
幾
度
も
パ
ソ
コ
ン
を
操

作
し
直
し
、「
こ
れ
、
ほ
と
ん
ど
払
い
戻
さ
れ
て
る
わ
」
と
、
わ

た
し
に
聴
こ
え
る
声
で
呟
い
た
。今
度
は
、こ
ち
ら
が
、「
は
あ
？
」

と
な
る
番
で
、
座
っ
て
い
た
の
だ
が
、
思
わ
ず
立
ち
上
が
り
、
カ

ウ
ン
タ
ー
に
向
か
っ
た
。

「
払
い
戻
さ
れ
て
る
っ
て
、
ど
う
い
う
こ
と
？
」

気
色
ば
み
か
け
る
当
方
に
、気
の
毒
に
、こ
の
人
、ボ
ケ
が
始
ま
っ

て
る
ん
だ
わ
、み
た
い
な
顔
を
一
瞬
浮
か
べ
た
女
性
は
、そ
れ
で
も
、

通
帳
を
指
で
示
し
、
こ
れ
と
こ
れ
、
と
払
い
戻
し
扱
い
に
な
っ
て

い
る
も
の
を
、
丁
重
に
説
明
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
は
合
計
約
一
千

万
円
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
額
面
で
、
利
息
分
は
加
味
さ
れ
て
い

な
い
。ま
さ
か
、そ
ん
な
馬
鹿
な
。と
、思
い
つ
つ
、頭
の
中
は
真
っ

白
に
な
っ
た
。
一
千
万
円
が
消
え
た
。
消
え
て
無
く
な
っ
た
! !

 

払
い
戻
し
し
た
記
憶
も
事
実
も
な
い
の
に
、
ど
こ
へ
行
っ
て
し

ま
っ
た
の
？
わ
た
し
は
、
新
居
の
夢
が
露
と
な
る
の
を
、
瞬
間

実
感
し
て
い
た
。が
、こ
の
ま
ま
引
き
下
が
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。

一
千
万
円
は
大
金
だ
。

「
払
い
戻
し
は
、
一
円
も
し
て
い
ま
せ
ん
。
若
い
頃
に
貯
め
た
も

の
で
、
老
後
に
取
っ
て
お
こ
う
と
、
別
の
場
所
に
保
管
し
て
い
た

ん
で
す
。
う
ち
は
一
人
で
す
の
で
、
別
の
人
間
が
勝
手
に
出
す
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
も
う
一
度
、
し
っ
か
り
調
べ
て
く
だ
さ
い
。

解
約
の
印
も
な
い
で
し
ょ
？
」

度
胸
を
き
め
、
感
情
的
に
な
ら
ず
、
冷
静
に
告
げ
た
。

　
そ
れ
か
ら
一
時
間
半
。
事
の
経
緯
を
知
っ
た
局
長
ま
で
参
戦
し

て
、
一
千
万
円
余
の
行
方
捜
し
が
始
ま
っ
た
。
名
古
屋
、
東
京
と
、

三
人
が
か
り
で
連
絡
を
取
っ
て
く
れ
、
そ
の
返
事
待
ち
で
、
次
の

電
話
を
か
け
、
頭
が
下
が
る
ほ
ど
親
切
に
対
応
し
て
く
れ
た
。

　
や
が
て
、
よ
う
や
く
行
方
が
判
明
し
、
払
い
戻
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
も
証
明
さ
れ
た
。
お
お
も
と
の
原
因
は
、
わ
た
し
の
う
か
つ

さ
に
あ
っ
た
。
伊
賀
へ
転
居
し
た
時
点
で
、
通
帳
の
住
所
を
変
更

し
忘
れ
て
い
た
の
だ
。
郵
便
物
の
転
送
届
は
出
し
た
の
だ
が
、
こ

れ
は
一
年
で
消
滅
す
る
ら
し
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
満
期
の
度
に
、

転
居
先
不
明
で
戻
っ
て
い
た
の
だ
。

　
改
め
て
住
所
変
更
届
に
サ
イ
ン
し
、
利
息
は
ど
う
な
る
の
か
分

か
ら
な
い
が
、
と
も
か
く
一
千
万
余
は
、
無
事
、
当
方
の
手
元
に

返
っ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
、
少
し
先
に
な
る
け
れ
ど
。

よ
か
っ
た
。
ほ
ん
と
う
に
・
・
・
。

　
み
な
さ
ん
も
、
昔
の
通
帳
が
引
出
し
の
奥
に
眠
っ
て
い
た
ら
、

一
度
銀
行
で
調
べ
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
い
い
か
も
よ
。
頭
の
線
が

一
本
切
れ
て
い
る
粗
忽
者
の
わ
た
し
み
た
い
な
経
験
を
し
な
い
た

め
に
も
│
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
作
家
・
市
内
在
住
）

北
泉
優
子

　芭蕉翁は、江戸深川を拠点にして旅を重ね、文学的価値の高
い紀行文を残しました。元禄２年春には、「おくのほそ道」の
旅に出発しました。全行程は６百里、日数約150日をかけて、
最終地の大垣に到着。翁は、まさに人生を旅として、旅と人生

を俳句で表現した漂泊の詩人です。
　元禄７年、翁の肉体は不調をきたし
ていました。「おくのほそ道」の疲れ
が原因なのか。翁と関わりが深かかっ
た女性寿貞が病死したからか。それで
も９月には、付き人と共に衰えた体に

鞭打ちながら、門人たちのもめごとを仲
裁するために大坂へと旅したのです。こ
の旅が、最期になりました。
　掲出句は、最晩年の作品で、「今年の
秋は、どうしてこのように年老い、衰え
が深く身に沁みるのか。眺めやると雲の
彼方に、鳥影が消えようとしている」と
解釈されます。鳥には雲がありますが、
漂泊流浪の果てに衰弱した翁には、自らの心を語るべき者がい
ない孤独感が痛切に表れています。“此秋は何で年よる”は、一
般の者も使う言葉であるだけに、思いは身近に実感できます。
それに対応して“雲に鳥”の5文字は遠くに浮かぶ雲の中に鳥が
姿を消してゆく情景は印象深く、寂寥感を覚えます。
　翁は、数多くの俳人の心を掴み、育てましたが、偉大な先人
らと同様、旅の途中で鬼籍に入りました。
　来年は、芭蕉翁生誕370年です。
【資料提供】公益財団法人 芭蕉翁顕彰会

（広報事業委員　西岡時彦）

多
情多

感
No.51

芭蕉さん歳時記
季語は「此秋」で秋の作品。

この あき なん とし くも とり

此秋は何で年よる雲に鳥

「大村の森」
　地震守護の神
様で知られる大
村神社。その社
殿は伊賀市阿保
の東、宮山と呼
ばれる丘の上に
あります。社殿を
取り巻くように
大木が生い茂り、

麓からは緑深くこんもりとした「大村の森」が、浮かび上がった
雲のようにはっきりと確認することが出来ます。かつてはその
姿から“大森の社”とも呼ばれていました。
　この「大村の森」は、ヒノキやスギの大木のほかに、シイやカ
シなども自生する昔ながらの植生が残っていて、キツネやムサ
サビ、そして、フクロウやキツツキなどの姿も見ることができま
す。街からほど近い森としてはとても珍しい、様々な動植物が
共生する自然豊かな場所となっています。
　平成10年９月22日、「大村の森」を猛烈な台風が襲いました。
国宝の室生寺の五重塔を倒壊させたことで全国的にもニュー
スになったあの台風７号で、伊賀地方では最大風速56.4m/s
を記録。樹齢何百年もするご神木が根こそぎ倒れたり、大量の
枝木が吹き飛ばされたり。社殿や参道も破壊され、境内は目を
覆うばかりに豹変しました。

　嵐がおさまると、その惨状を聞いて心配になったまちの人々
が駆け付け、直ちに倒木の処理が始まりました。多くの人々の
手により着々と復旧作業が進み、翌年の春にはスギやヒノキの
苗木約1300本が植樹され、みどりの日には子どもたちによる
榊や栃などの植樹も行われました。
　それから15年、「大村の森」に足を踏み入れると、大きく傾
いたまま成長を続けるご神木、足元にはいくつもの巨大な切り
株、見上げれば上部を引きちぎられた木々。今でもあちらこち
らに台風の爪痕を確認することができますが、直後の生々しさ
はなく、傷跡は癒え再びたくましく生きています。一方、その合
間では、植樹された苗木が立派に成長し、もう既にしっかりと
森に馴染んできています。その様はまるで老いと若きが助け合
い競い合って森をつくっているかのように見えます。
　これからもこの
「大村の森」は、ま
ちの人々の力で、し
っかりと守り育てら
れ、自然豊かなまち
の憩いの場として、
いつまでも受け継
がれていくことで
しょう。

 （広報事業委員　重藤憲史）

　『生誕360年 芭蕉さんがゆく 秘蔵の国 伊賀の蔵びら
き』事業の運営に関わった際、この句に惹かれ、事業終了
と同時に仲間と『紅ばなネット』を立ち上げ、以来活動を
続けています。
　伊賀の地にもその昔、芭蕉さんがいた頃には紅花が咲
き誇っていたのだということや紅花が重要な上納品であっ
たことなど、地域で紅花の取り組みを始めていた方から教
わると、紅花が伊賀や芭蕉さんにとても深い関係があるの
だと感じ、生誕360年事業に一人でも多くの方に関わって
いただきたい一心で『紅花の種』の普及に取り組んでいま
した。

　ところで、「紅花ってご存じですか？」 
　アザミに似た菊科の花です。とげとげだし育てにくい。
と、育ててみた方は必ずと言ってよいほどそう言います。
　紅花に出会って10年。この間、とても大切な仲間と出会
い、素晴らしい方々との出会いがありました。それらは全

て私の心の中の"引き出し"に宝物となって詰まっています。
　時折、その引き出しの中から"宝物"をそっと出してきて
一緒に紅花摘みをしたり、協力をお願いして『紅花のお饅
頭』になったり『紅花tea』になったり、『紅花豆腐』にな
ったりしたのです。
　この10年の間、取り組みは少しずつ形を変えながら、
伊賀の発信ツールの一つとして仲間と一緒に私たちに出来
る地域づくりをと続けてきました。紅花を育ててくださる
古川さんや活動に協力してくれる仲間に感謝し、これから
も紅花で人を繋げて行けるよう、ゆっくり歩み続けたいと
思います。

「まゆはきを俤にして紅粉の花」
紅ばなネット代表　峠　美晴

とうげ　　み　はる

おもかげ はなべ 　に
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我
が
拙
宅
、
旧
上
野
警
察
署
庁
舎
で
国
の
有
形
登
録
文
化
財
を
、

伊
賀
市
に
寄
贈
し
た
の
で
、
わ
た
し
と
愛
猫
の
住
む
小
さ
な
家
を
、

裏
の
所
有
地
に
建
て
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
廃
業
し

た
印
刷
工
場
を
解
体
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
東
京
で
の
半
世
紀

近
い
マ
ン
シ
ョ
ン
暮
し
で
、
解
体
だ
の
、
新
築
だ
の
と
、
家
に
ま

つ
わ
る
事
柄
と
は
無
縁
の
人
生
だ
っ
た
か
ら
、
当
然
な
が
ら
、
戸

惑
い
、
困
惑
し
、
途
中
で
投
げ
出
し
た
く
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

で
あ
っ
た
。
が
、
幸
に
も
、
わ
た
し
に
は
、
助
言
だ
け
で
な
く
、

実
際
に
行
動
し
て
解
決
し
て
く
れ
る
友
人
が
数
名
居
た
。
そ
の
お

か
げ
で
、
解
体
時
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
一
悶
着
も
無
事
通
過
し

て
、
一
応
更
地
と
相
成
っ
た
。
そ
し
て
、
さ
さ
や
か
な
夢
を
実
現

し
た
新
居
の
設
計
図
も
出
来
て
き
た
。（
北
泉
優
子
に
、
余
計
な

お
金
は
一
銭
も
使
わ
せ
ず
、
そ
の
金
を
、
今
の
生
活
水
準
を
保
っ

た
ま
ま
で
、
あ
と
何
年
か
分
か
ら
な
い
が
、
老
後
を
快
適
に
す
ご

さ
せ
る
分
に
廻
す
。）
こ
れ
が
友
人
グ
ル
ー
プ
の
コ
ン
セ
プ
ト
。

い
っ
た
い
誰
の
家
な
の
？
と
考
え
る
く
ら
い
真
剣
に
議
論
検
討
し

て
く
れ
て
、
や
っ
と
ま
と
ま
っ
た
新
居
の
設
計
図
と
小
さ
な
模
型

は
、「
わ
あ
素
敵
！
こ
ん
な
家
に
住
み
た
か
っ
た
の
よ
」
と
叫
び

た
く
な
る
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
っ
た
。
あ
あ
早
く
住
み
た
い
。
心

か
ら
そ
う
思
っ
た
。

「
新
し
い
家
に
移
っ
た
ら
、
爪
を
立
て
た
ら
だ
め
よ
。
ガ
ラ
ス
窓

越
し
に
外
を
眺
め
た
り
、
日
向
ぼ
っ
こ
し
た
り
、
た
っ
ぷ
り
楽
し

め
る
か
ら
ね
」

と
、
唯
一
の
家
族
、
猫
の
ク
リ
に
語
り
か
け
な
が
ら
、
わ
た
し
も
、

伊
賀
の
友
人
知
人
、
東
京
の
親
友
、
む
ろ
ん
健
在
の
三
兄
達
を
招

い
て
、
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
を
や
っ
て
、
賑
や
か
な
老
後
、
否
、
今

で
も
充
分
老
後
だ
か
ら
余
生
と
言
う
べ
き
か
、
つ
ま
り
死
ぬ
ま
で

楽
し
み
た
い
と
、
あ
れ
こ
れ
夢
想
し
て
い
た
。

　
数
日
後
、
設
計
事
務
所
と
の
契
約
日
も
決
ま
り
、
解
体
会
社
に

も
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
が
迫
っ
た
。
そ
こ
で
、
定
期
預

金
を
普
通
預
金
に
移
行
さ
せ
て
お
こ
う
と
、
郵
便
局
へ
行
っ
た
。

定
期
は
一
千
万
円
と
ち
ょ
っ
と
あ
る
。こ
の
金
は
、東
京
で
売
れ
っ

子
だ
っ
た
四
十
代
の
約
十
年
。
お
金
っ
て
、
こ
ん
な
に
入
っ
て
く

る
も
の
な
の
と
、不
遜
に
も
思
っ
た
時
代
に
、老
後
暇
に
な
っ
た
ら
、

気
の
合
う
ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
を
つ
く
っ
て
、
彼
と
二
人
、
豪
華
船

で
世
界
一
周
の
旅
に
行
こ
う
と
、
貯
め
た
も
の
だ
。
こ
れ
を
軸
に
、

各
銀
行
に
分
散
し
て
あ
る
預
金
の
一
部
を
使
え
ば
、
生
活
水
準
を

落
と
さ
ず
に
、
新
築
の
家
が
建
つ
。
そ
う
計
算
し
た
か
ら
、
歴
史

あ
る
我
が
家
を
伊
賀
市
に
寄
贈
し
た
の
だ
。

「
こ
れ
、
全
部
解
約
し
て
、
普
通
預
金
に
移
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」

「
は
あ
？
全
部
で
す
か
。
昭
和×

年
。
随
分
古
い
で
す
ね
え
」

渋
り
顔
の
若
い
窓
口
嬢
は
、
事
情
を
話
す
と
納
得
し
て
、
二
通
の

通
帳
と
身
分
証
明
の
健
康
保
険
証
を
受
取
り
、
パ
ソ
コ
ン
の
前
の

ベ
テ
ラ
ン
女
性
に
手
渡
し
た
。
彼
女
は
、
幾
度
も
パ
ソ
コ
ン
を
操

作
し
直
し
、「
こ
れ
、
ほ
と
ん
ど
払
い
戻
さ
れ
て
る
わ
」
と
、
わ

た
し
に
聴
こ
え
る
声
で
呟
い
た
。今
度
は
、こ
ち
ら
が
、「
は
あ
？
」

と
な
る
番
で
、
座
っ
て
い
た
の
だ
が
、
思
わ
ず
立
ち
上
が
り
、
カ

ウ
ン
タ
ー
に
向
か
っ
た
。

「
払
い
戻
さ
れ
て
る
っ
て
、
ど
う
い
う
こ
と
？
」

気
色
ば
み
か
け
る
当
方
に
、気
の
毒
に
、こ
の
人
、ボ
ケ
が
始
ま
っ

て
る
ん
だ
わ
、み
た
い
な
顔
を
一
瞬
浮
か
べ
た
女
性
は
、そ
れ
で
も
、

通
帳
を
指
で
示
し
、
こ
れ
と
こ
れ
、
と
払
い
戻
し
扱
い
に
な
っ
て

い
る
も
の
を
、
丁
重
に
説
明
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
は
合
計
約
一
千

万
円
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
額
面
で
、
利
息
分
は
加
味
さ
れ
て
い

な
い
。ま
さ
か
、そ
ん
な
馬
鹿
な
。と
、思
い
つ
つ
、頭
の
中
は
真
っ

白
に
な
っ
た
。
一
千
万
円
が
消
え
た
。
消
え
て
無
く
な
っ
た
! !

 

払
い
戻
し
し
た
記
憶
も
事
実
も
な
い
の
に
、
ど
こ
へ
行
っ
て
し

ま
っ
た
の
？
わ
た
し
は
、
新
居
の
夢
が
露
と
な
る
の
を
、
瞬
間

実
感
し
て
い
た
。が
、こ
の
ま
ま
引
き
下
が
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。

一
千
万
円
は
大
金
だ
。

「
払
い
戻
し
は
、
一
円
も
し
て
い
ま
せ
ん
。
若
い
頃
に
貯
め
た
も

の
で
、
老
後
に
取
っ
て
お
こ
う
と
、
別
の
場
所
に
保
管
し
て
い
た

ん
で
す
。
う
ち
は
一
人
で
す
の
で
、
別
の
人
間
が
勝
手
に
出
す
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
も
う
一
度
、
し
っ
か
り
調
べ
て
く
だ
さ
い
。

解
約
の
印
も
な
い
で
し
ょ
？
」

度
胸
を
き
め
、
感
情
的
に
な
ら
ず
、
冷
静
に
告
げ
た
。

　
そ
れ
か
ら
一
時
間
半
。
事
の
経
緯
を
知
っ
た
局
長
ま
で
参
戦
し

て
、
一
千
万
円
余
の
行
方
捜
し
が
始
ま
っ
た
。
名
古
屋
、
東
京
と
、

三
人
が
か
り
で
連
絡
を
取
っ
て
く
れ
、
そ
の
返
事
待
ち
で
、
次
の

電
話
を
か
け
、
頭
が
下
が
る
ほ
ど
親
切
に
対
応
し
て
く
れ
た
。

　
や
が
て
、
よ
う
や
く
行
方
が
判
明
し
、
払
い
戻
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
も
証
明
さ
れ
た
。
お
お
も
と
の
原
因
は
、
わ
た
し
の
う
か
つ

さ
に
あ
っ
た
。
伊
賀
へ
転
居
し
た
時
点
で
、
通
帳
の
住
所
を
変
更

し
忘
れ
て
い
た
の
だ
。
郵
便
物
の
転
送
届
は
出
し
た
の
だ
が
、
こ

れ
は
一
年
で
消
滅
す
る
ら
し
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
満
期
の
度
に
、

転
居
先
不
明
で
戻
っ
て
い
た
の
だ
。

　
改
め
て
住
所
変
更
届
に
サ
イ
ン
し
、
利
息
は
ど
う
な
る
の
か
分

か
ら
な
い
が
、
と
も
か
く
一
千
万
余
は
、
無
事
、
当
方
の
手
元
に

返
っ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
、
少
し
先
に
な
る
け
れ
ど
。

よ
か
っ
た
。
ほ
ん
と
う
に
・
・
・
。

　
み
な
さ
ん
も
、
昔
の
通
帳
が
引
出
し
の
奥
に
眠
っ
て
い
た
ら
、

一
度
銀
行
で
調
べ
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
い
い
か
も
よ
。
頭
の
線
が

一
本
切
れ
て
い
る
粗
忽
者
の
わ
た
し
み
た
い
な
経
験
を
し
な
い
た

め
に
も
│
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
作
家
・
市
内
在
住
）

北
泉
優
子

　芭蕉翁は、江戸深川を拠点にして旅を重ね、文学的価値の高
い紀行文を残しました。元禄２年春には、「おくのほそ道」の
旅に出発しました。全行程は６百里、日数約150日をかけて、
最終地の大垣に到着。翁は、まさに人生を旅として、旅と人生

を俳句で表現した漂泊の詩人です。
　元禄７年、翁の肉体は不調をきたし
ていました。「おくのほそ道」の疲れ
が原因なのか。翁と関わりが深かかっ
た女性寿貞が病死したからか。それで
も９月には、付き人と共に衰えた体に

鞭打ちながら、門人たちのもめごとを仲
裁するために大坂へと旅したのです。こ
の旅が、最期になりました。
　掲出句は、最晩年の作品で、「今年の
秋は、どうしてこのように年老い、衰え
が深く身に沁みるのか。眺めやると雲の
彼方に、鳥影が消えようとしている」と
解釈されます。鳥には雲がありますが、
漂泊流浪の果てに衰弱した翁には、自らの心を語るべき者がい
ない孤独感が痛切に表れています。“此秋は何で年よる”は、一
般の者も使う言葉であるだけに、思いは身近に実感できます。
それに対応して“雲に鳥”の5文字は遠くに浮かぶ雲の中に鳥が
姿を消してゆく情景は印象深く、寂寥感を覚えます。
　翁は、数多くの俳人の心を掴み、育てましたが、偉大な先人
らと同様、旅の途中で鬼籍に入りました。
　来年は、芭蕉翁生誕370年です。
【資料提供】公益財団法人 芭蕉翁顕彰会

（広報事業委員　西岡時彦）
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芭蕉さん歳時記
季語は「此秋」で秋の作品。

この あき なん とし くも とり

此秋は何で年よる雲に鳥

「大村の森」
　地震守護の神
様で知られる大
村神社。その社
殿は伊賀市阿保
の東、宮山と呼
ばれる丘の上に
あります。社殿を
取り巻くように
大木が生い茂り、

麓からは緑深くこんもりとした「大村の森」が、浮かび上がった
雲のようにはっきりと確認することが出来ます。かつてはその
姿から“大森の社”とも呼ばれていました。
　この「大村の森」は、ヒノキやスギの大木のほかに、シイやカ
シなども自生する昔ながらの植生が残っていて、キツネやムサ
サビ、そして、フクロウやキツツキなどの姿も見ることができま
す。街からほど近い森としてはとても珍しい、様々な動植物が
共生する自然豊かな場所となっています。
　平成10年９月22日、「大村の森」を猛烈な台風が襲いました。
国宝の室生寺の五重塔を倒壊させたことで全国的にもニュー
スになったあの台風７号で、伊賀地方では最大風速56.4m/s
を記録。樹齢何百年もするご神木が根こそぎ倒れたり、大量の
枝木が吹き飛ばされたり。社殿や参道も破壊され、境内は目を
覆うばかりに豹変しました。

　嵐がおさまると、その惨状を聞いて心配になったまちの人々
が駆け付け、直ちに倒木の処理が始まりました。多くの人々の
手により着々と復旧作業が進み、翌年の春にはスギやヒノキの
苗木約1300本が植樹され、みどりの日には子どもたちによる
榊や栃などの植樹も行われました。
　それから15年、「大村の森」に足を踏み入れると、大きく傾
いたまま成長を続けるご神木、足元にはいくつもの巨大な切り
株、見上げれば上部を引きちぎられた木々。今でもあちらこち
らに台風の爪痕を確認することができますが、直後の生々しさ
はなく、傷跡は癒え再びたくましく生きています。一方、その合
間では、植樹された苗木が立派に成長し、もう既にしっかりと
森に馴染んできています。その様はまるで老いと若きが助け合
い競い合って森をつくっているかのように見えます。
　これからもこの
「大村の森」は、ま
ちの人々の力で、し
っかりと守り育てら
れ、自然豊かなまち
の憩いの場として、
いつまでも受け継
がれていくことで
しょう。

 （広報事業委員　重藤憲史）

　『生誕360年 芭蕉さんがゆく 秘蔵の国 伊賀の蔵びら
き』事業の運営に関わった際、この句に惹かれ、事業終了
と同時に仲間と『紅ばなネット』を立ち上げ、以来活動を
続けています。
　伊賀の地にもその昔、芭蕉さんがいた頃には紅花が咲
き誇っていたのだということや紅花が重要な上納品であっ
たことなど、地域で紅花の取り組みを始めていた方から教
わると、紅花が伊賀や芭蕉さんにとても深い関係があるの
だと感じ、生誕360年事業に一人でも多くの方に関わって
いただきたい一心で『紅花の種』の普及に取り組んでいま
した。

　ところで、「紅花ってご存じですか？」 
　アザミに似た菊科の花です。とげとげだし育てにくい。
と、育ててみた方は必ずと言ってよいほどそう言います。
　紅花に出会って10年。この間、とても大切な仲間と出会
い、素晴らしい方々との出会いがありました。それらは全

て私の心の中の"引き出し"に宝物となって詰まっています。
　時折、その引き出しの中から"宝物"をそっと出してきて
一緒に紅花摘みをしたり、協力をお願いして『紅花のお饅
頭』になったり『紅花tea』になったり、『紅花豆腐』にな
ったりしたのです。
　この10年の間、取り組みは少しずつ形を変えながら、
伊賀の発信ツールの一つとして仲間と一緒に私たちに出来
る地域づくりをと続けてきました。紅花を育ててくださる
古川さんや活動に協力してくれる仲間に感謝し、これから
も紅花で人を繋げて行けるよう、ゆっくり歩み続けたいと
思います。

「まゆはきを俤にして紅粉の花」
紅ばなネット代表　峠　美晴

とうげ　　み　はる

おもかげ はなべ 　に
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【場　所】　史跡旧崇廣堂  講堂  ※駐車場については、お問合せください。
【料　金】　一般 500円（全席自由） 発売中
【定　員】　150名　(限定)
【出　演】　劇団上野市民劇場
　　　　　ふくきたわかつ、大東みほ、中尾みみこ

【展示期間】　11月1日（金）～11月30日（土）
【場　　所】　旧小田小学校本館
　　　　　　（伊賀市小田町141－1）
【開館時間】　9：00～16：30　
　　　　　　　　　期間中休館日なし
【参 観 料】　大人100円、学生50円、児童・生徒30円
【展示内容】　（パネル展示）
　　　　　　学校給食のあゆみ・小田小学校の学校給食献立表
　　　　　　入荷記録簿・給食場新築時の保護者宛て文書
　　　　　　その他

【と　き】　10月26日（土）17：00開場　20：45閉館
【ところ】　上野図書館　
　◆館内への入館は自由です。
　　当日は本の貸出はできません。
　◆子ども達には、やさしく光る「紙ふうせんうさぎ」づくりを
　　楽しんでいただきます。　18：00～先着30名
※詳しくは、チラシ、図書館・ぶんとのホームページをご覧ください。
【お問合せ】　上野図書館（月曜休館）電話21-6868

史跡旧崇廣堂文化財施設活用・芸術文化振興事業

三重県指定文化財　■旧小田小学校本館　企画展■

懐かしの学校給食

ママとベビーのジョイフルコンサートVol.6

上野図書館の本棚や中庭をライトアップして夜間イベントを実施
します。やさしい灯りに照らされた幻想的な空間で、すてきな時
間をお楽しみください。

「『君はほんとうはいい子なんだよ』そう言ってくれた先生が私に
はいた」と、黒柳徹子さんが多くの人に伝えたベストセラー、「窓
ぎわのトットちゃん」を第一部では音楽物語にしてお届けします。
子どもと一緒に、そしてまだ子どもとご対面していないマタ二テ
ィの方もお腹の赤ちゃんと一緒に聴いてください。

現存する小田小学校の給食に関する資料をもとに、学校給食がた
どってきた軌跡を振り返ります。

【開催日時】　12月15日（日）10：00～11：30
【場　　所】　旧小田小学校本館（伊賀市小田町141－1）
【対　　象】　小学生以上（小学3年生以下は保護者同伴）
【定　　員】　20名
【参 加 料】　通常参観料（大人100円、学生50円、児童・生徒30円）
【申込受付】　11月17日（日）午前9時から
　　　　　　電話22-0511で受付
【持 ち 物】　工作用ハサミ・ものさし（30㎝）
【講　　師】　岡野　桂一先生

■旧小田小学校本館　施設利活用事業■

グニャグニャだこを作ってみよう!
お正月に自分で作った「グニャグニャだこ」で家族やお友達と
一緒にあそぼう!

■青山ホール　　　　　11月  9日(土)　10：00～17：00
■ふるさと会館いが　　12月14日(土)　10：00～17：00
【演奏時間】　１枠30分　※おひとり1枠のみ

・申込者本人のみ利用。・音楽教室等の指導としての利用不可。
【参 加 費】　500円

・青山ホールに限り、２台のピアノの場合は２人以上１組
  １時間で１人1,000円（ただし、８手の場合は１人500円）
・１枠に３名以上（ただし２台の場合は除く）の使用は不可。

【募集人数】　各14枠　※先着順とし、定員になり次第締切
【申込方法】　10月20日（日）　午前11時から電話受付
【申 込 先】　●青山ホール　　　　☎52－1109（水曜休館）
　　　　　　●ふるさと会館いが　☎45－9125（月曜休館）

タッチ・ザ・スタインウェイ参加者募集
～世界最高峰のスタインウェイを気軽に弾いてみませんか！～

大知正紘オータムLIVE

【会場】ハイトピア伊賀前広場
特設ステージ（雨天時はハイトピア伊賀）

入場無料
11/4

Night Library
ナイト ライブラリー

─灯りでつなぐ本との出逢い2013─

喜劇  結婚の申込

10月27日（日）

芝居
 小屋あかもん

第一公演　14:30開演
第二公演　18:30開演

【日　　時】　1月13日（月・祝）開場10：30　開演11：00
【場　　所】　伊賀市文化会館　ホワイエ
【料　　金】　一般（小学生以上）　500円　（全席自由）
　　　　　　未就学児入場無料（要整理券）
【定　　員】　140名
【出 演 者】　鈴木みづ絵（歌・お話）・矢吹百代（ピアノ）
　　　　　　和田かおり（クラリネット&編曲）
　　　　　　北嶋香奈江（パーカッション）
　　　　　　荒木弓佳（ヴァイオリン）
【予定演奏曲】　音楽物語「窓ぎわのトットちゃん」・
　　　　　　　ディズ二̶メドレー　ほか
【チケット発売日】　11月16日（土）

■16：30～

■15：00～

◆ラパスパフォーマンス
◆まいこさん書道パフォーマンス　他

TROOPER LIVE
■12：30～

スーパーBoy＆Girlコンテスト
■13：00～

ハイトキッズ・コレクション with FLASHY
in ハイトピア伊賀

“日本の古き良き方言”を
　　ふんだんに味わえる
　　　　　　　　痛快喜劇

お問合せ：（公財）伊賀市文化都市協会本部事務局　電話　22－0511
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【展示期間】　2月15日（土）～ 3月3日（月）
【展示場所】　栄楽館・武家屋敷入交家住宅
【募集期間】　11月1日～ 12月28日
【募集作品】　おひなさんをテーマにした、
　　　　　　手づくりのアート作品
※お申込等詳細は、☎22－0511までお問合せください。

【日　　時】　11月21日（木）8：00～
　　　　　　※小雨決行 予備日22日（金）
【会　　場】　上野運動公園　競技場
【料　　金】　参加費 １人 500円
【定　　員】　900名　※定員になり次第締切。
【受付期間】　10月１日から10月31日まで
【申込方法】　申込用紙にて受付いたしますので下記の受付窓口へ
　　　　　　参加費を添えて提出してください
　　　　　　※伊賀市グラウンドゴルフ協会会員の方は、できる
　　　　　　　だけ各地区の協会役員の方にお申込みください。
【受付窓口】　伊賀市文化会館・上野運動公園スポーツセンター・
　　　　　　ふるさと会館いが・青山ホール

Let's YOGA in 武道館
リラックス＆ダイエット

【日　　時】　毎週金曜日　８回コース
　　　　　　第4期　11月29日（金）～1月24日（金）　※1/3休講
　　　　　　受付 10：30～ ／ 時間 11：００～12：００
【場　　所】　伊賀上野武道館
【料　　金】　4,000円
【対 象 者】　一般（高校生以上）
【定　　員】　15名
　　　　　　※先着順。定員になり次第締切。
【講　　師】　錦　真奈美先生
【申込受付】　11月1日（金）、10：00から
　　　　　　☎22－0511にて申込受付

Let's YOGA in 交研
リラックス＆ダイエット

【日　　時】　毎週水曜日　10回コース
　　　　　　第4期　11月20日（水）～1月29日（水）　※1/1休講
　　　　　　受付 10：30～ ／ 時間 11：００～12：００
【場　　所】　伊賀上野交流研修センター
【料　　金】　5,000円
【対 象 者】　一般（高校生以上）
【定　　員】　30名
　　　　　　※先着順。定員になり次第締切。
【講　　師】　中　伊衣子先生
【申込受付】　10月30日（水）、10：00から
　　　　　　☎22－0511にて申込受付

ZUMBAZUMBA
ラテン系フィットネス

【日　　時】　毎週木曜日　10回コース
　　　　　　第4期　11月21日（木）～1月30日（木）　 ※1/2休講
　　　　　　受付 19：00～ ／ 時間 19：3０～20：3０
【場　　所】　上野運動公園体育館　２階
【料　　金】　5,000円
【対 象 者】　一般（高校生以上）
【定　　員】　30名
　　　　　　※先着順。定員になり次第締切。
【講　　師】　川南　林恵先生
【申込受付】　10月２6日（土）、11：30から
　　　　　　☎22－0511にて申込受付

元気ママ・ママ＆ベビーの３B体操
【日　　時】　毎週火曜日　８回コース
　　　　　　第４期  11月19日（火）～１月21日（火）※12/24、12/31休講
　　　　　　☆元気ママクラス…10：00～11：00
　　　　　　☆ママ＆ベビークラス…11：00～11：50
【場　　所】　三重県立ゆめドームうえの
【料　　金】　4,000円
【対 象 者】　☆元気ママクラス…１歳以上の未就園（所）児とその保護者
　　　　　　☆ベビー＆ママクラス…生後３か月から１歳未満の乳児と
　　　　　　　その保護者
【定　　員】　各15組　※先着順。定員になり次第締切。
【講　　師】　（社）日本３B体操協会公認インストラクター
【申込受付】　10月30日（水）、10：00から☎22－0511にて申込受付

心身共に健康で自立できる元気な体力づくりに!
【日　　時】　毎週水曜日　６回講座
　　　　　　11月６日（水）～12月11日（水）
　　　　　　時間 19：3０～20：3０
【場　　所】　伊賀上野交流研修センター
【料　　金】　3,000円
【対 象 者】　一般（高校生以上）
【定　　員】　40名
　　　　　　※先着順。定員になり次第締切。
【講　　師】　堀川　郁子先生
【申込受付】　11月２日（土）、9：00から☎22－0511にて申込受付

～美と健康の総合プロデュース～

YOGA de Night! “ノルディック・ウォーキング”を

【日　　時】　11月７日（木）
　　　　　　受付 10：30～ ／ 時間 11：0０～12：0０
【場　　所】　上野運動公園スポーツセンター
【料　　金】　200円
【対 象 者】　18歳以上
【定　　員】　50名　※先着順。定員になり次第締切。
【申込受付】　10月２1日（月）、10：00から☎22－0511にて申込受付

２本のポールを持って、歩行運動を補助しながら歩くため、腰や膝に
負担が少なく、ダイエットや姿勢矯正、リハビリ、介護予防などに効果が
あるとされる、今注目のウォーキングエクササイズです。
まずは、ちょっとだけ体験してみませんか？

体験しよう！Vol.4用具は貸出します

参加者募集作品出展者募集 グラウンドゴルフ大会
第８回「集まれ！グラウンドゴルフ仲間！」
BUNTO杯！

伊賀上野城下町のおひなさん共催事業

手づくりアートの
ひな人形展

伊賀の歴史的な施設、栄楽館、武家屋敷入交家
住宅の「和の空間」を彩る、様々な「手づくり
アートのひな人形」の出展者を募集します。

お問合せ：（公財）伊賀市文化都市協会本部事務局　電話　22－0511
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・伊賀市文化都市協会　http://www.bunto.com
・ふるさと会館いが　http://www.ict.ne.jp/~furukan/

（公財）伊賀市文化都市協会お問い
合わせ

ＴＥＬ.0595－22－0511
ＦＡＸ.0595－22－0512

〠518ー0809　三重県伊賀市西明寺3240番地の2　Ｅメール samazama@bunto.com
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青山ホール　　　　　　伊賀市阿保1411−1　TEL.52−1109

ふるさと会館いが　　伊賀市下柘植6243番地　TEL.45−9125

日 時 催 し 物 場 所 入 場 料 主催･問い合わせ
10/26㈯
10/27㈰
9：00〜

いがまち展覧会 小ホール 無　料
いがまち展覧会実行委員会・
いがまち公民館
☎45-9122(中森）

10/26㈯
10：00〜 タッチ・ザ・スタインウェイ 大ホール 参加費500円

（要予約）
（公財）伊賀市文化都市協会
☎45-9125（ふるさと会館いが）

11/3㈰
13：30〜

平成25年度（第16回）三重県高等学校
ギター・マンドリンフェスティバル 大ホール 無　料 三重県高等学校ギター・マンドリン音楽振興会

☎21-9804（河井）
11/10㈰
9：20〜 やまなみ文化祭 大ホール 無　料 やまなみ文化協会

☎45-9122（いがまち公民館）
11/29㈮
19：30〜 差別をなくすいがまちの集い 大ホール 無　料 伊賀市役所・伊賀支所住民福祉課

☎45-9108（藤森）

12/1㈰
16：00〜

WAHAHA本舗 presents
マチャミ＆ポカスカジャンの音楽遊び
結婚線が消えてきた

大ホール 一般4500円 （公財）伊賀市文化都市協会
☎22-0511

12/14㈯
10：00〜 タッチ・ザ・スタインウェイ 大ホール 参加費500円

（要予約）
（公財）伊賀市文化都市協会
☎45-9125（ふるさと会館いが）

伊賀市文化会館　　伊賀市西明寺3240番地の2　TEL.24−7015

日 時 催 し 物 入 場 料 主催･問い合わせ

10/20㈰
17：30〜

山崎まさよしLIVE
「SEED FOLKS in 伊賀」 完売 (公財)伊賀市文化都市協会

☎24-7015（伊賀市文化会館）
10/27㈰
14：00〜

伊賀コミュニティオーケストラ
第10回記念定期演奏会

一般 1,000円 
高校生以下500円 

伊賀コミュニティオーケストラ
☎090-6072-2180（事務局 福嶋）

11/3㈰
11：00〜

浅香流三重支部
舞踊の会

3,000円
（自由席）

浅香流三重支部舞踊の会
☎23-1913（野呂田）

11/4（月・祝）
13：30〜

第25回
ジョイントコンサート 500円 伊賀吹奏楽連盟

☎21-9487（上野高校 福岡）
11/
7㈭ 10：15〜 
8㈮ 9：30〜

第45回
東海地区公立小中学校事務研究大会

参加費3,000円
（関係者）

東海地区公立小中学校事務研究会
大会実行委員会事務局
☎21-1464（伊賀市立久米小学校 勝矢）

 11/9㈯
13：00〜

伊風道々 ～ありがたや 大師とめぐる 伊賀の国～
豊山太鼓“千響”コンサート

3,000円
（大茶盛お茶券付き）

伊賀四国八十八ヶ所霊場会
☎38-1016（事務局 中山）

11/10㈰
12：00〜

2013伊賀市民文化祭　総合フェスティバルⅠ
（吟剣詩舞・新舞踊・大正琴・民謡・民踊） 無　料 伊賀市企画課

☎22-9621
11/15㈮
 ①14：00〜 
 ②19：00〜

福田こうへい特別コンサート 3,500円 バリ建プロモーション
☎090-2573-7983（中川）

11/16㈯
15：00〜

親子で楽しむオーケストラ！
〜愛知室内オーケストラと遊ぼう〜

一般 1,000円、小学生以下 500円 
3歳未満無料（要整理券） 

（全席自由・当日各300円増）
(公財)伊賀市文化都市協会
☎24-7015（伊賀市文化会館）

11/23（土・祝）
13：00〜

2013伊賀市民文化祭
総合フェスティバルⅡ（洋楽） 無　料 伊賀市企画課

☎22-9621
11/24㈰
13：00〜

2013伊賀市民文化祭
（洋舞） 無　料 伊賀市企画課

☎22-9621
12/1㈰
13：00〜

2013伊賀市民文化祭　総合フェスティバルⅢ
（吟剣詩舞・長唄・日本舞踊） 無　料 伊賀市企画課

☎22-9621
12/14㈯
13：30〜 人権を考える市民の集い 無　料 伊賀市

☎47-1286（人権政策・男女共同参画課）

あやま文化センター　　伊賀市川合3370−29　TEL.43−1125
日 時 催 し 物 入 場 料 主催･問い合わせ

10/19㈯
18：00〜 東西二胡外伝～伊賀の陣～ 500円 (公財)伊賀市文化都市協会

☎２２-０５１１
11/16㈯
13：30〜

阿山地区人権フェスティバル
2013 無　料 伊賀市教育委員会

☎43-0333（阿山支所住民福祉課 中森）

11/24㈰
13：30〜

ハッピーフレンズオーケストラ4thライブ
“WHAT A WONDERFUL TUNE”

前売　800円
当日　900円

ハッピーフレンズオーケストラ
（福）伊賀市社会福祉協議会
☎080-5120-7335（恒岡）

　この「ぶんと通信」が発行される前、10月12日には「俳諧」を確立した
松尾芭蕉の偉業をたたえ芭蕉祭が行われます。来年2014年は生誕370年で
あり、それを記念した取り組みも色々と行われるとの事。丁度10年前も生
誕360年としての取り組みがあり、節目節目に芭蕉翁をきっかけとして、地
域発信・文化について考え行動する機会を得られるのはとても素晴らしいと
思います。私ども「ぶんと」もお役に立てるよう頑張ってみようと思います。

 （広報事業委員　下猶茂樹）

●編集部だより●●●●●●●●●●●●●●●

ゆめドームうえの　伊賀市ゆめが丘一丁目1番地の3　TEL.22−0590

日 時 催 し 物 場 所 主催･問い合わせ

10/20㈰
9：00〜 第３回東海ジュニア選手権 第一、第二 三重県ドッジボール協会

☎059-378-3920（内田）
10/27㈰
9：00〜

伊賀総合バレーボール選手権大会
小学生の部 第一、第二 伊賀ジュニアバレーボール育成会

☎090-8738-5205（生中）
11/4（月・祝）
9：00〜

第43回伊賀総合バレーボール選手権大会
中学生の部 第一、第二 伊賀バレーボール協会

☎21-5813（澤）
11/9㈯
9：00〜 第28回子どもフェスティバル 第一 社会福祉法人伊賀市社会事業協会

☎21-5545
11/10㈰
9：00〜 三重県クラブバレーボール連盟会長杯 第一、第二 三重県バレーボール連盟

☎090-2347-1091（稲岡）
11/24㈰
8：30〜

25年度
さわやかソフトバレーボール秋季大会 第一 名張市ソフトバレーボール協会

☎090-5864-9734（事務局 柳野）
11/29㈮
12：00〜
11/30㈯
12/1㈰
10：00〜

イガデハク
伊賀でデザイン博 第一 イガデハク実行委員会

☎080-6919-8863（下猶）

日 時 催 し 物 入 場 料 主催･問い合わせ

10/17㈭
19：00〜

音楽ライブ
ロックバンドおかん

大　人3,000円
小中高1,500円

奥野潤子
☎090-1274-2817（奥野潤子）

10/27㈰
14：00〜

アンサンブル パラット
10周年記念 コンサート 1,000円 アンサンブル パラット

☎090-4155-8706（馬場知江子）
11/1㈮
10：00〜

オータムフェスティバル
2013 無　料 日生学園第一高校附属中学校

☎38-1201（日生学園第一高校事務局）
11/4（月・祝）
9：30〜

いしかわカラオケ教室
発表会 無　料 石川正昭

☎65-0636（石川正昭）
11/9㈯
10：00〜 タッチ・ザ・スタインウェイ 参加費500円

（要予約）
(公財)伊賀市文化都市協会
☎５２-１１０９（青山ホール）

11/10㈰
10：00〜

第９回
ふれあいフェスタin青山 無　料 ふれあいフェスタin青山実行委員会

☎62-3811（JA伊賀南部 総務部）
11/17㈰
10：15〜 ピアノ発表会 無　料 株式会社 さわ楽器

☎23-8080（澤）
11/24㈰
14：00〜

混声合唱団 マンダラー
20周年記念コンサート 500円 混声合唱団 マンダラー

☎090-7854-7435（平山）・☎090-7313-7772（古田）
12/7㈯
13：30〜 2013　人権のつどい 無　料 伊賀市・伊賀市教育委員会

☎52-3232（岩野孝裕）
12/8㈰
14：30〜

～華麗なる響演～
奥村愛＆上松美香＆サキタハヂメ

3,000円
（全席指定）

(公財)伊賀市文化都市協会
☎２２-０５１１

12/14㈯
18：30〜

服部博之Special Live
「一會 ─いちえ─ 2013」in伊賀 1,000円 (公財)伊賀市文化都市協会

☎２２-０５１１

ゆめが丘多目的広場冬期養生期間のお知らせ
芝生の休眠期となる冬期に、芝生の荒廃を防ぐため下記の養生期
間を設けます。
養生期間中は施設の使用ができないことから、皆様にはご迷惑を
おかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

養生期間　平成26年１月１日（水）から
平成26年４月18日（金）まで




